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平成26年度
助成事業完了報告書
日本財団　会長 　　笹原　陽平　様
報告日付：　27　年 1 月 30　日
事業ID： 2013148908
事業名： 親子宿泊療育訓練
団体名：社会福祉法人　
しゅらの郷福祉会
担当者名：　杉江　徳久
TEL： 072-955-4133
FAX： 072-955-4135
事業完了日：　　26年　12月 1日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業費総額　　　　1,428,341　　　　円　（収支計算書に記載する決算額）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

自己負担額　　　　　288,341　　　　円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　 　　　　 　　 

助成金額       1,140,000 　　  円　（千円未満は切り捨て）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　　 　　
事業内容：　　　　　　　　　　　　　　　　
目的自己認知教室へ通った子どもたちが、教室とは違った環境の下、集団の中で自己認知力を培う。
目標
自分の特性（性格）や長所・短所を知り、自己理解を深め、長所に自信を持ち、短所を補うための方略を知る。（自分の個性に誇りを持つ）
社会性や状況判断の理解の発達を促す。（自己の行動・感情のコントロールを考える）
少人数のグループでの対人関係を通じて、自分に似た好みを持つ子、違う子に好みを持つ子等の存在を知り互いを認めあうことの経験をする。
保護者との連帯をはかり、子供についての相互の情報を共有し、適切な支援を考える
内容
自己認知教室に通った子どもたちとその保護者、およびボランティア、スタッフにより、
１０月１８日～１９日の１泊２日で、兵庫県淡路島において宿泊療育訓練を行った。
１日目はイングランドの丘で自由時間。宿舎での寝食や余暇活動。２日目は釣り堀での釣りを行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業目標の達成状況：　　　
宿泊療育訓練後のアンケート調査を行ったところ、療育訓練中、保護者、ボランティアからの意見において、子どもたちが自らの意志で他人と接しようと努め、ボランティアや他の子どもたちとの関係性を築いていた。また、自分の弱いところを初めて関わるボランティアに伝えたり、気を付けて行動したりする傾向も見られた。釣りという忍耐を要し、なかなか成果の得られないものだが、自分の中での葛藤を繰り返しながら、辛抱強く臨んでいたり、辛抱できなくても何度も気持ちを切り替えようと努力したりという様子が見られた。保護者同士の相互の情報共有や交換も机上とは違い、実際の様子を見ながら行え、気づきや支援の手立てを見出すことができている。また、事後の日常生活においても自立や成長を感じさせる様子がうかがえている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

事業成果物：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
参加者用しおり、ボランティア用しおり、事後アンケート集計
写真集、領収書等綴り
（様式）
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収支計算書
（　　26　年　4　月　1　日から　　27　年　1　月　10　日まで）
	収入の部
	
	
	
	
	（単位：円）

	科目
	予算額
	決算額
	受入済額
	未調達額
	備考

	日本財団助成金収入
	　1,140,000
	　1,140,000
	　1,140,000
	　0
	　

	自己負担
	　288,000
	　288,341　
	　288,341　
	　0
	　

	収入合計
	　1,428,000
	　1,428,341　
	　1,428,341
	　0
	　

	
	
	
	
	
	

	支出の部
	
	
	
	
	

	科目
	予算額
	決算額
	支出済額
	未払額
	備考

	人件費
	　140,000
	140,000
	140,000
	　0
	　

	諸謝礼金
	160,000
	160,000
	160,000
	　0
	　

	交通費
	222,100
	285,102
	285,102
	0　
	　

	旅費
	　644,100
	492,740
	492,740
	0　
	別紙A参照

	印刷製本費
	　14,100
	0
	0
	0
	別紙B参照

	会議費
	　50,000
	11,720
	11,720
	0　
	　

	消耗品・備品費
	　23,500
	41,824
	41,824
	0　
	　

	通信運搬費
	　36,000
	21,306
	21,306
	0　
	　

	事業管理費
	　60,000
	200,000
	200,000
	0　
	別紙C参照

	雑費
	　78,200
	75,649
	75,649
	0　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	　
	　
	
	　
	　
	　

	支出合計
	　1,428,000
	1,428,341　
	　1,428,341
	0　
	　


＜備考欄＞

A・・・旅費について、大幅減額になった理由
①イングランドの丘の入場料を下見分も出していたが、下見分は不要だった。

②２日目の昼食代を宿泊費と別途金額で予算立てをしていたが、宿泊費と合算で決済された。
③２日目の釣り堀において、当初のコースプランから減額したプランに変更をした。

5800円→3500円

④釣りを行うに当たり、当初の打ち合わせでは参加者全員が一斉にできる予定であったのが、
　時間差の開始になってしまい、そのお詫びとのことで、大幅な減額での請求になった。

B・・・印刷製本費の大幅減額になった理由

①当初しおりを製本化を検討したが、当法人のコピー機でカラーコピーもできるため、コピーの代金は発生しなかった。用紙、インク等の材料費は雑費内、文具、材料費として計上した。

C・・・事業管理費について大幅増額となった理由

①参加者への連絡やそれに伴う文書作成や管理、行事内の収支の管理等、複雑となることが予想された。間違いが起こらないために専属で事務作業を行う人材を確保した。

